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M I C  M O N T H L Y  M A G A Z I N E
日
本
の

伝
統
工
芸
と

十
二
支

戌い
ぬ

　

愛
知
県
西
三
河
地
方
の
旧
国

名
「
三
河
」
を
意
味
す
る
「
三

州
」
を
冠
し
た
「
三
州
瓦
」
は
、

石
州
瓦
、
淡
路
瓦
と
な
ら
ぶ
日

本
三
大
瓦
の
ひ
と
つ
。
５
０
０

年
以
上
の
歴
史
が
あ
り
、
耐
火

性
、
耐
震
性
、
耐
久
性
、
断
熱

性
、
防
音
性
に
優
れ
て
い
る
と

い
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
三
州
瓦
と
同
じ
製
法
で

つ
く
ら
れ
る
干
支
瓦
は
贈
答
品

と
し
て
人
気
で
す
。
熟
練
の
職

人「
鬼
師
」が
、粗
地（
粘
土
板
）

を
石
膏
版
に
型
押
し
し
、
ヘ
ラ

で
バ
リ
を
取
っ
て
作
っ
て
い
ま

す
。

　

干
支
瓦
は
愛
知
県
高
浜
市
の

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。

　

十
二
支
の
十
一
番
目
の「
戌
」

は
、
部
首
が
刈
り
取
り
の
刃
物

を
表
す
「
戈ほ
こ

」
で
、
そ
こ
に
刈

り
取
っ
た
作
物
を
ま
と
め
る
意

味
を
合
わ
せ
た
文
字
だ
そ
う
で

す
。
こ
れ
に
当
て
ら
れ
た
の
が

「
い
ぬ
」
で
す
。

　

い
ぬ
は
お
産
が
軽
い
こ
と
か

ら
安
産
神
様
と
し
て
も
親
し
ま

れ
て
い
ま
す
。

贈
答
品
と
し
て
人
気
の

三
州
の
干
支
瓦

開
運
招
福
、商
売
繁
盛
の
縁
起
物

三
州
瓦

子 丑
寅
卯
辰

巳午未
申
酉
戌
亥

其
の
十
一
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２
月
１
日
～
３
月
18
日
は

「
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
月
間
」
で
す

安
心
・
安
全
で
信
頼
で
き
る
通
信
サ
ー
ビ
ス
の
確
保

～
利
用
者
の
情
報
が
外
部
に
送
信
さ
れ
る
場
合
に
は
、
確
認
な
ど
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
～

衆
議
院
小
選
挙
区
の
区
割
り
が

25
都
道
府
県
１
４
０
選
挙
区
で
変
わ
り
ま
し
た

最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
の

在
外
投
票
や
洋
上
投
票
等
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
！

令
和
４
年
度 

起
業
家
甲
子
園
・
起
業
家
万
博
を
開
催
し
ま
す

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
に
向
け
て
全
国
の
有
望
な
学
生
や
若
手
起
業
家
が
出
場

「
統
計
の
日
」
の
標
語
を
募
集
し
て
い
ま
す
！

募
集
期
間
：
令
和
５
年
２
月
１
日
（
水
）
～ 

３
月
31
日
（
金
）

電
話
番
号
・
電
話
転
送
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
は
ル
ー
ル
が
あ
り
ま
す
！

統
計
１
５
０
年
記
念
式
典 

開
催

表紙の写真

ふるさと納税の返礼品にも

日本各地の
特産品

雪下にんじん
新潟県・津南町
新潟県内でも特に豪雪地である津南町などで栽培され
ている雪下にんじん。雪の下で越冬したにんじんは、瑞々
しくて味がマイルドで甘く、香りがよく、歯切れの良い
食感が特徴です。雪下にんじんは、津南町のふるさと
納税返礼品にもなっています。

V o l . 1 1

写真提供：津南町

写真提供：株式会社神仲

2 3
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
普
及
促
進
の
取
組
事
例
を
紹
介
！

鹿
児
島
県
鹿
児
島
市

※令和 5 年 1月現在、うさぎの干支瓦の取り扱いのみです
取材協力：株式会社神仲、高浜市

日
本
各
地
の
匠
の
技
で
創
ら
れ
た

伝
統
工
芸
の
干
支
を
、
地
域
の
関

わ
り
と
あ
わ
せ
て
紹
介
し
ま
す
。

日本型（左）と扇型（右）の干支瓦。

戌をあしらった干支瓦。釉薬スプレー掛け（左）と金付け（右）の様子。

※
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総
務
省
で
は
、
地
域
の
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（
Ｓ
Ｅ
Ｃ
Ｕ
Ｎ

Ｉ
Ｔ
Ｙ
）（
図
１
）
の
活
動
支
援
を

通
じ
、
地
域
に
お
け
る
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
人
材
の
育
成
や
地
域
企
業
の
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
強
化
を
図
っ
て
い
ま

　

最
近
の
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

イ
ン
シ
デ
ン
ト
の
発
生
状
況
や
、
被

害
拡
大
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
た
め

の
基
本
的
事
項
を
説
明
し
、
擬
似
的

な
イ
ン
シ
デ
ン
ト
発
生
時
対
応
手
順

を
体
験
す
る
こ
と
に
よ
り
、
サ
イ

バ
ー
攻
撃
に
対
す
る
組
織
内
の
基
本

方
針
や
ル
ー
ル
な
ど
を
考
え
て
い
た

だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
し
て

い
ま
す
。

す
。

　

こ
の
「
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

月
間
」
中
に
も
、
各
地
域
で
関
連
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
詳
し

く
は
総
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
（
参
考
）。

　

学
生
を
対
象
と
し
て
サ
イ
バ
ー
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
へ
の
興
味
・
意
識
を
高

め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
す
る

Ｃ
Ｔ
Ｆ
（
Ｃ
ａ
ｐ
ｔ
ｕ
ｒ
ｅ 

Ｔ
ｈ

ｅ 

Ｆ
ｌ
ａ
ｇ
の
略
で
、
ゲ
ー
ム
形

式
で
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
実
践
的
技
能

を
競
う
コ
ン
テ
ス
ト
の
こ
と
）
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

特集1

2 月１日～３月18日は
「サイバーセキュリティ月間」

です

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策

９
か
条

１　
Ｏ
Ｓ
や
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
は

　
　
常
に
最
新
の
状
態
に
し
て
お
こ
う

２　
パ
ス
ワ
ー
ド
は
長
く
複
雑
に
し
て
、

　
　
他
と
使
い
回
さ
な
い
よ
う
に
し
よ
う

３　
多
要
素
認
証
を
利
用
し
よ
う

４　
偽
メ
ー
ル
や
偽
サ
イ
ト
に

　
　
騙
さ
れ
な
い
よ
う
に
用
心
し
よ
う

５　
メ
ー
ル
の
添
付
フ
ァ
イ
ル
や

　
　
本
文
中
の
リ
ン
ク
に
注
意
し
よ
う

６　
ス
マ
ホ
や
Ｐ
Ｃ
の

　
　
画
面
ロ
ッ
ク
を
利
用
し
よ
う

７　
大
切
な
情
報
は
失
う
前
に

　
　
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
（
複
製
）
し
よ
う

８　
外
出
先
で
は
紛
失
・
盗
難
・
覗
き
見
に

　
　
注
意
し
よ
う

９　
困
っ
た
時
は
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、

　
　
ま
ず
相
談
し
よ
う

　

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
政

府
戦
略
で
あ
る
「
第
１
次
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
基
本
計
画
」
が
平
成
18

年
２
月
２
日
に
策
定
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
２
月
２
日
を
「
情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
の
日
」
と
し
、
平
成
22
年
か
ら

は
２
月
を
「
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
月

間
」
と
定
め
ま
し
た
。
そ
の
後
、
平

成
26
年
に
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

基
本
法
が
成
立
し
た
こ
と
を
踏
ま

え
、
平
成
27
年
か
ら
期
間
を
３
月
18

日
（
サ
（
３
）
イ
（
１
）
バ
（
８
）
ー

の
日
）
ま
で
拡
大
し
た
上
で
、
名
称

も「
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
月
間
」

と
改
め
、
内
閣
官
房
内
閣
サ
イ
バ
ー

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
Ｎ
Ｉ
Ｓ

Ｃ
）
を
中
心
と
し
て
、
サ
イ
バ
ー
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
の
普
及
啓
発
を
集
中
的

に
実
施
し
て
い
ま
す
。

「サイバー
セキュリティ月間」
なぜ２月１日～
３月18日？

地域S
セ キ ュ ニ テ ィ

ECUNITY強化に向けた総務省の取組

【
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
月
間
中
の
イ
ベ
ン
ト
等
】

イ
ン
シ
デ
ン
ト
対
応
演
習

若
年
層
向
け
Ｃ
Ｔ
Ｆ

地域 SECUNITYにおけるイベント

［ 図 1 ］

［ 参 考 ］

特集１　2 月１日～３月 18 日は「サイバーセキュリティ月間」です

【参考 Web ページ】
イベントの詳細や申込み方法等は以下のページをご覧ください
https://www.soumu.go.jp/main_sosiki/
cybersecurity/localsecunity/index.html

管区

北海道

北海道

北陸

東海

近畿

中国

九州

沖縄

北陸

関東

近畿

四国

東北

セミナー等

サイバーインシデント対応演習

若年層向けCTF

イベント名

サイバーセキュリティセミナー（名称未定）

サイバーセキュリティセミナー（名称未定）

サイバーセキュリティデイズ 2023（仮）

サイバーセキュリティセミナー 2023

情報セキュリティセミナー in 大阪

中国地域サイバーセキュリティ連絡会交流セミナー

サイバーセキュリティカレッジ

サイバーセキュリティ月間セミナー in 沖縄

サイバーインシデント演習

サイバーインシデント演習

サイバーインシデント演習

サイバーインシデント演習

CTF ワークショップ in 仙台

開催期間

令和５年２月９日

令和５年３月10 日

令和５年３月予定

令和５年３月10 日

令和５年３月17 日

令和５年２月15 日

令和５年２月８日

令和５年２月１日

令和５年２月８日

令和５年２月14 日

令和５年２月 21日

令和５年２月 20 日

令和５年２月４日

出典：サイバーセキュリティ戦略本部普及啓発・人材育成専門調査会「サイバーセキュリティ意識・行動強化プログラム」、2022 年 10 月
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※ NOTICE:National Operation Towards IoT Clean Environment

脆
弱
な
Ｉ
ｏ
Ｔ
機
器
の
利
用
者
へ
の
注
意
喚
起

ご
利
用
の
プ
ロ
バ
イ
ダ
か
ら
お
知
ら
せ
が
届
く
場
合
が
あ
り
ま
す

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
人
材
の
育
成

Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
推
進

テ
レ
ワ
ー
ク
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
推
進

　

総
務
省
及
び
国
立
研
究
開
発
法
人

情
報
通
信
研
究
機
構
（
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
サ
ー
ビ
ス
・

プ
ロ
バ
イ
ダ
（
Ｉ
Ｓ
Ｐ
）
等
と
連
携

し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
直
接
接
続

さ
れ
る
機
器
に
対
し
て
、
脆
弱
な
Ｉ

Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
が
設
定
さ
れ
て
い

る
な
ど
に
よ
っ
て
、
サ
イ
バ
ー
攻
撃

に
悪
用
さ
れ
る
お
そ
れ
の
あ
る
Ｉ
ｏ

Ｔ
機
器
の
調
査
及
び
当
該
機
器
の
利

用
者
へ
注
意
喚
起
を
行
う
取
組
で
あ

る
「
Ｎ
Ｏ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
２
０
１
９
年
２
月
か
ら
実
施
し

て
い
ま
す
（
図
２
）。

　

ま
た
、
大
規
模
サ
イ
バ
ー
攻
撃
観

測
網
「
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
」
に
よ
り
得

ら
れ
た
情
報
を
も
と
に
、
マ
ル
ウ
ェ

ア
（
不
正
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
）
に
感
染

し
て
い
る
と
検
知
さ
れ
た
機
器
を
特

定
し
、
そ
の
利
用
者
に
対
し
て
注
意

喚
起
を
行
う
取
組
も
、
２
０
１
９
年

６
月
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

Ｎ
Ｏ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
適
切

な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
を
案
内
し
ま

す
。

　

な
お
、
ご
契
約
の
Ｉ
Ｓ
Ｐ
以
外
か

ら
電
話
、
訪
問
、
費
用
請
求
、
パ
ス

ワ
ー
ド
を
聞
き
出
す
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

設
定
が
十
分
で
な
い
と
、
不
正
ア

ク
セ
ス
を
受
け
る
お
そ
れ
も
あ
り
ま

す
。
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
ル
ー
タ
ー
等
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
機
器
に
つ
い

て
、
次
の
ポ
イ
ン
ト
を
チ
ェ
ッ
ク
し

ま
し
ょ
う
。

・�
機
器
設
定
用
の
パ
ス
ワ
ー
ド
は
複

雑
な
も
の
に
し
ま
し
ょ
う
。

・�

機
器
の
フ
ァ
ー
ム
ウ
ェ
ア
を
最
新

の
状
態
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
サ
ポ
ー
ト
期
限
が
切
れ
た

機
器
は
フ
ァ
ー
ム
ウ
ェ
ア
の
更
新
を

適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
新
し
い
機
器
に

買
い
替
え
る
こ
と
も
有
効
で
す
。
最

新
の
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
ル
ー
タ
ー
な
ど

は
、
フ
ァ
ー
ム
ウ
ェ
ア
更
新
を
自
動

で
行
う
な
ど
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
が

行
わ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
の

で
、
購
入
の
際
の
参
考
に
し
て
く
だ

さ
い
。

　

サ
イ
バ
ー
攻
撃
の
悪
質
化
・
巧
妙
化
が
進
む
一
方

で
、
我
が
国
の
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
人
材
は
質

的
に
も
量
的
に
も
不
足
し
て
お
り
、
そ
の
育
成
が
喫

緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
ナ
シ
ョ

ナ
ル
サ
イ
バ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
は
、
Ｎ

Ｉ
Ｃ
Ｔ
が
こ
れ
ま
で
の
研
究
開
発
で
培
っ
た
知
見
を

活
用
し
て
、
サ
イ
バ
ー
攻
撃
に
対
す
る
一
連
の
対
処

を
実
際
に
体
験
す
る
「
実
践
的
サ
イ
バ
ー
防
御
演
習

（
Ｃ
Ｙ
Ｄ
Ｅ
Ｒ
）」
を
、
国
の
機
関
や
地
方
公
共
団
体

向
け
に
実
施
中
で
す
。
こ
れ
ま
で
６
年
間
の
受
講
者

数
は
延
べ
１
万
６
千
人
を
超
え
、
組
織
の
イ
ン
シ
デ

ン
ト
対
処
能
力
の
向
上
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

公
衆
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
や
自
宅
設
置
の
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
は

便
利
で
す
が
、
適
切
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
を
講
じ

な
い
と
、
情
報
漏
え
い
等
の
被
害
に
つ
な
が
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
総
務
省
で
は
、
Ｗ
ｉ-

Ｆ

ｉ
の
安
全
な
利
用
・
提
供
の
た
め
に
必
要
な
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
対
策
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
た
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
作
成
・
公
表
し
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
参
照

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

月
間
中
に
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
ポ
イ
ン
ト
を
ア
ニ
メ

や
講
義
形
式
で
解
説
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
動
画
講
座
を

開
講
予
定
で
す
の
で
、
こ
ち
ら
も
是
非
受
講
し
て
く

だ
さ
い
。

　

テ
レ
ワ
ー
ク
は
、
時
間
や
場
所
を
有
効
に
使
い
柔

軟
な
働
き
方
を
可
能
と
す
る
も
の
で
す
。
近
年
、
働

き
方
改
革
の
実
現
や
非
常
時
の
業
務
継
続
性
確
保
と

い
っ
た
観
点
か
ら
、
そ
の
重
要
性
は
一
層
高
ま
り
、

急
速
に
普
及
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
テ
レ
ワ
ー
ク
に

伴
う
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
上
の
不
備
を
狙
っ
た
サ
イ
バ
ー

攻
撃
も
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
に
対
応

す
べ
く
、
総
務
省
で
は
、
テ
レ
ワ
ー
ク
を
安
全
に
実

施
す
る
た
め
の
「
テ
レ
ワ
ー
ク
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」と「
中
小
企
業
等
担
当
者
向
け
テ
レ
ワ
ー

ク
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
手
引
き
（
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
）」

を
作
成
・
公
表
し
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
活
用
し
て

く
だ
さ
い
。

特集１　2 月１日～３月 18 日は「サイバーセキュリティ月間」です

お問い合わせ先

NOTICE サポートセンター
TEL：0120-769-318（無料・固定電話のみ）

         03-4346-3318（有料）

受付時間：10:00 ～ 18:00
              （年末年始（12/29～1/3）を除く）

URL：https://notice.go.jp
           （NICTER に関する取組は 
             https://notice.go.jp/ nicter）

演習の詳細や受講申込はこちら

https://cyder.nict.go.jp/

公式サイト

ガイドラインの入手はこちら
https://www.soumu.go.jp/
main_sosiki/cybersecurity/wi-fi/

ガイドラインの入手はこちら
https://www.soumu.go.jp/
main_sosiki/cybersecurity/telework/

総務省が作成・公表している Wi-Fi セキュリティガイドライン

総務省が作成・公表しているテレワークセキュリティガイドライン等

演習風景

［ 図 ２ ］

お
知
ら
せ
が

届
い
た
場
合
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

接
続
機
器
の
設
定
を

こ
の
機
に
見
直
し
て

み
ま
し
ょ
う

サイダコくん
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（複数回答）

第三者のサーバ
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特集2

安心・安全で信頼できる
通信サービスの確保
〜利用者の情報が外部に送信される場合には、

確認などが求められるようになります〜

　

現
在
、
私
た
ち
の
生
活
に
お
い
て
は
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
様
々
な
情
報
収
集
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
や
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
ツ
ー
ル
を
使
っ

た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
動
画
配
信
や

音
楽
配
信
の
視
聴
、
オ
ン
ラ
イ
ン
モ
ー
ル

で
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
な
ど
、
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ

ト
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
通
じ
た
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
が
欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す
（
図
１
〜
３
）。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
自
粛

生
活
を
経
て
、
こ
の
傾
向
は
一
層
強
ま
っ

て
い
ま
す
。

報
（
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
や
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
利
用
履
歴
に
関
す
る
情
報
や
、
利
用

し
て
い
る
端
末
に
関
す
る
情
報
な
ど
）
が
、

広
告
会
社
等
の
サ
ー
バ
な
ど
外
部
に
送
信

さ
れ
、
ア
ク
セ
ス
分
析
や
オ
ン
ラ
イ
ン
広

告
の
配
信
、
サ
ー
ビ
ス
の
パ
ー
ソ
ナ
ラ
イ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
に
利
用
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
（
図
４
〜
７
）。

　

こ
の
よ
う
に
日
常
的
に
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ

ト
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
利
用
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る

中
、
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
に
組
み
込
ま
れ
て
い

る
コ
ー
ド
や
、
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
埋

め
込
ま
れ
て
い
る
情
報
収
集
モ
ジ
ュ
ー
ル

の
作
用
に
よ
り
、
利
用
者
の
知
ら
な
い
う

ち
に
、
利
用
者
の
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
に
記
録
さ
れ
て
い
る
様
々
な
情

外
部
送
信
規
律
導
入
の
背
景

安心・安全で信頼できる通信サービスの確保
〜利用者の情報が外部に送信される場合には、確認などが求められるようになります〜

1●図１  個人におけるスマートフォン（通信規格が
5G 以外）の保有率は69.3%（2020年）

●図４ インターネットを利用する機会が増えてきている中、
　　　 その利用上の不安を感じるケースも増えてきている。

●図 5
外部送信の仕組み～ Web サイトの場合～

外部送信の仕組み～スマートフォンのアプリケーションの場合～

●図２  個人のインターネット利用率
は80% を超過（2020年）

●図３ インターネットショッピングを利用する世帯の割合は2020年3月以降に急速に増加。
　　　 有料動画配信サービスの利用者も増加を続けている。

モバイル端末の保有状況

インターネット利用上の不安

有料動画配信サービスの利用率

インターネット利用率の推移

ネットショッピング利用世帯の割合

出典：総務省「通信利用動向調査」

出典：総務省「通信利用動向調査」

出典：総務省「通信利用動向調査」

出典：総務省「家計消費状況調査」を基に作成出典：インプレス（2020）を基に総務省作成

インターネット利用上の不安の有無 インターネット利用における不安の内容

各年齢階層のインターネット利用者のうち、「不安を感じる」、
「どちらかといえば不安を感じる」のいずれかを回答した者の割合

インターネットを利用し、
インターネット利用に不安を感じている者からの回答

③プログラムの指示による

利用者に関する情報（
※）の

送信等

③利用者に関する情報（※）

※ 利用者の端末に保存された閲覧履歴、
　システム仕様、システムログ等

※ 利用者の端末に保存された閲覧履歴、
　システム仕様、システムログ等

利用者

利用者の端末

Web サイトのサーバ

アプリのサーバ

Webサイト運営者

アプリケーションの提出者

①
Web サイトの閲覧

③利用者に関する情報（※）

②コンテンツおよびプログラム（タグ等）

①アプリの起動

第三者のサーバ

情報収集
モジュール

アプリ

②
送
信
指
示

②
送
信
指
示

特集 2



31.1％

29.1％

■よく知っている　　■なんとなく知っている　　■どちらでもない　　■あまり知らない　　■まったく知らない

異なるWebサイトへのアクセス
：閲覧先のWebサイトと異なるWebサイト
へのアクセスが行われていることを知って
いるか。(n＝2,000)

閲覧先以外へのアクセスによる情報取得
：閲覧先以外のWebサイトへのアクセスに
よって情報が取得されていることを知って
いるか。(n＝2,000)

4
％

27％ 20％ 29％ 20％

3
％

26％ 22％ 31％ 18％
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こ
う
し
た
背
景
を
踏
ま
え
、
令
和
４
年

電
気
通
信
事
業
法
改
正
に
お
い
て
は
、
こ

の
よ
う
な
利
用
者
の
端
末
か
ら
の
情
報
の

外
部
送
信
に
つ
い
て
、
利
用
者
が
適
切
に

確
認
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
規
律

（
外
部
送
信
規
律
）
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

す
る
情
報
を
取
り
扱
う
こ
と
と
な
る
者

の
氏
名
ま
た
は
名
称

・ 

送
信
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
利
用
者
に
関

す
る
情
報
の
利
用
の
目
的

の
３
点
で
す
。

■
施
行
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

外
部
送
信
規
律
を
含
め
、
令
和
４
年
改

正
電
気
通
信
事
業
法
は
、
今
年
６
月
16
日

に
施
行
さ
れ
ま
す
。

ｋ
ｉ
ｅ
ポ
リ
シ
ー
で
公
表
す
る
な
ど
）

③ 

利
用
者
の
同
意
を
取
る

④ 

オ
プ
ト
ア
ウ
ト
措
置
を
用
意
（
利
用
者

が
外
部
送
信
を
拒
否
で
き
る
よ
う
に
す

る
）
し
、
そ
の
こ
と
を
容
易
に
知
り
得

る
状
態
に
置
く

　

ま
た
、
通
知
等
を
行
う
事
項
は
、

・ 

送
信
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
利
用
者
に
関

す
る
情
報
の
内
容

・ 

送
信
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
利
用
者
に
関

信
」
に
よ
り
情
報
の
外
部
送
信
が
行
わ
れ

る
こ
と
を
利
用
者
が
し
っ
か
り
と
確
認
で

き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
、
本
規
律
に
よ

り
求
め
る
も
の
で
す
。

　

具
体
的
な
確
認
の
機
会
の
方
法
と
し
て

は
次
の
４
つ
が
あ
り
、
事
業
者
が
選
択
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

① 

利
用
者
に
通
知
す
る
（
ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ

通
知
を
出
す
な
ど
）

② 

容
易
に
知
り
得
る
状
態
に
置
く（
Ｃ
ｏ
ｏ

　

な
お
、
外
部
送
信
規
律
の
対
象
と
な
る

事
業
者
に
お
か
れ
て
は
、
改
正
法
・
省
令

の
条
文
と
併
せ
、
同
規
律
の
詳
細
や
遵
守

に
当
た
っ
て
の
留
意
事
項
等
を
記
載
し
た

「
電
気
通
信
事
業
に
お
け
る
個
人
情
報
保

護
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
解
説
」
や

Ｆ
Ａ
Ｑ
等
を
参
照
し
、
規
律
対
応
の
準
備

を
進
め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

電
気
通
信
事
業
を
営
む
者
で
あ
り
、
か

つ
ブ
ラ
ウ
ザ
や
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通

じ
て
次
ペ
ー
ジ
の
図
（
図
8
）
に
あ
る
よ

う
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
者
が
、
本
規

律
に
従
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
対
応
が
求
め
ら
れ
る
場
面
と

　
求
め
ら
れ
る
対
応

　

Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
や
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
通
じ
て
規
律
対
象
の
役
務
を
提
供
す
る

際
、「
情
報
送
信
指
令
通
信
」
を
行
お
う

と
す
る
と
き
に
は
、
利
用
者
が
そ
の
こ
と

を
確
認
で
き
る
よ
う
な
機
会
を
設
け
る
こ

と
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

　
「
情
報
送
信
指
令
通
信
」
と
は
、
利
用

者
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
等
の

端
末
に
対
し
て
、
端
末
に
記
録
さ
れ
て
い

る
利
用
者
に
関
す
る
情
報
を
外
部
に
送
信

す
る
よ
う
に
指
示
す
る
通
信
の
こ
と
を
い

い
ま
す
。「
情
報
送
信
指
令
通
信
」
を
受

信
し
た
利
用
者
の
端
末
は
、
通
常
、
自
動

的
に
（
利
用
者
が
認
識
し
な
い
ま
ま
）
利

用
者
に
関
す
る
情
報
を
外
部
に
送
信
し
て

し
ま
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ

ト
や
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
す
る

事
業
者
に
お
い
て
、「
情
報
送
信
指
令
通

外
部
送
信
規
律

の
概
要

2

●図６ 訪問先とは異なるドメインへの HTTP リクエストを発生させているサービスとして、
　　　 国内 16 万の Web サイトを対象にした（株）DataSign の調査によると、
　　　 広告目的のものが最も多く、次にアクセス解析目的のものが多い。

●図７ Web サイト上の情報収集モジュールによって、「閲覧先と異なるアクセス」や
　　　 「それによる情報取得」が起きていることについて、約 70% が認知していない。

カテゴリ別の検出数

導入率：検出数 / 調査対象サイト数（約 16 万）
構成比：同一カテゴリ内の検出数の割合
※ 旧 Double Click, Incが提供していたモジュール。2018 年、Googleに吸収合併された。

調査方法
・�国内16 万サイトをクローリングにより調査。調査対象のwebサイトにおける同
一ドメインの10 ページを対象とし、Webサイト閲覧時に発生している「ドメイン
が異なるURLへのHTTPリクエスト」からサービスを特定している。
・カテゴリ名は株式会社 DataSign がサービス内容を踏まえて独自に分類したもの。

出典：株式会社 DataSign 「DataSign Web サービス調査レポート 2021.7」
（2021 年 7 月 31日）
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サイト内検索

マイクロアド

PubMatic

The�Trade�Desk

Scale�Out

Xandr

Yahoo! 広告

Facebook 広告

Twitter 広告

Google 広告

Display�&�Video�360※

サービス名

株式会社マイクロアド

パブマティック株式会社

The�Trade�Desk�Japan
株式会社

Supership 株式会社
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〜利用者の情報が外部に送信される場合には、確認などが求められるようになります〜特集 2
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愛知県
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平成 13 年に完成した 4 万 4,380
席の豊田スタジアムは国内最大級の
球技専用競技場。４本のマストで屋
根を吊る構造を採ることで観客の視
界の妨げとなる柱をなくした。

豊
田
市

「
衣
の
里
」の
伝
統
を
守
り
な
が
ら

未
来
に
向
か
う「
ク
ル
マ
の
ま
ち
」

愛
知
県

Toyotashi

人口
（推計）

面積
URL

41万 7,683人
（令和4年12月1日現在）918.32㎢
https://www.city.toyota.aichi.jp

　豊田市は、世界をリードするものづくり中
枢都市としての顔を持つ一方、市域のおよそ
７割を森林が占め、恵み多き緑のまちとして
の顔を併せ持っています。また、愛知県で最
も面積が広く、広大な市域には足助地区の香
嵐渓をはじめとした魅力あふれる様々なス
ポットがあります。
　このような豊かな地域特性を生かし、山村
地域への移住・定住の促進、子育て世帯への
切れ目のない支援等を進め、あらゆる世代が
多様なライフスタイルを選択できる満足度の
高い都市としてさらなる成長を目指していま
す。

ず
っ
と
住
み
た
い
ま
ち
、

豊
田
市

豊田市長�太田稔彦

松平東照宮は徳川家康と松平
家の始祖親

ちか

氏
うじ

を祀る。家康公
400年祭メモリアル事業とし
て安藤則義氏が2年かけて描
いた108枚の天井画は必見。

茶どころの歴史があり、抹茶
の原料となるてん茶や香りに
優れるかぶせ茶が作られてい
る。農林水産大臣賞など数多
く受賞しており、品質の高さ
は折紙付き。

市の北西に位置する猿
さ

投
なげ

地区
は「桃の里」と呼ばれ、県下
有数の産地。春には桃色の花
が一面を染める。写真は早生
品種の主力、日川白鳳。

豊田市街地を一望できる高台
に位置し、美術館建築で名高
い谷口吉生氏が設計した建築
が特徴的な美術館。国内外の
近現代美術、デザインや工芸
を約3500点所蔵。

宮茶桃美

国
１
位
の
製
造
品
出
荷
額
等
を
誇

り
、「
ク
ル
マ
の
ま
ち
」
と
し
て

知
ら
れ
る
豊
田
市
は
、
古
く
か
ら
「
衣
の

里
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
気
候
風
土

が
適
し
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
養
蚕
が
盛

ん
に
な
り
、
市
内
の
稲
武
地
区
で
産
す
る

糸
は
祭
祀
に
供
え
る
織
物
の
た
め
の
御
料

糸
と
さ
れ
、
令
和
の
大
嘗
祭
で
も
調
進
さ

れ
ま
し
た
。

　

織
機
の
製
造
を
ル
ー
ツ
と
す
る
の
が
ト

ヨ
タ
自
動
車
株
式
会
社
で
す
。
自
動
車
の

製
造
に
力
を
入
れ
る
べ
く
現
在
の
豊
田
市

で
あ
る
挙こ

ろ

母も

町ち
ょ
うに

工
場
を
置
い
た
の
は
昭

和
13
年
の
こ
と
で
し
た
。

　

か
つ
て
は
江
戸
時
代
に
置
か
れ
た
挙
母

藩
の
藩
名
を
継
ぐ
挙
母
市
と
い
う
市
名
で

し
た
が
、
昭
和
34
年
に
こ
れ
を
変
更
し
、

豊
田
市
と
し
て
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

高
度
成
長
期
、
自
動
車
の
生
産
台
数
は

飛
躍
的
に
伸
び
、
そ
れ
に
伴
い
市
内
に
は

部
品
な
ど
の
関
連
工
場
が
増
え
、
豊
田
市

は
産
業
技
術
が
集
積
し
た
最
先
端
の
も
の

づ
く
り
の
ま
ち
へ
と
発
展
を
と
げ
ま
す
。

　

さ
ら
に
豊
田
市
は
平
成
30
年
に
内
閣
府

の
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
」
に
選
定
さ
れ
、

「
ミ
ラ
イ
の
フ
ツ
ー
を
つ
く
ろ
う
」
を
合

言
葉
に
、
民
間
企
業
と
も
連
携
し
な
が
ら

オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
や
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
活

用
、
デ
ジ
タ
ル
格
差
の
解
消
、
医
療
・
福

祉
分
野
へ
の
先
進
技
術
の
導
入
な
ど
に
挑

戦
し
て
い
ま
す
。

　

未
来
を
見
す
え
る
産
業
都
市
の
豊
田
市

で
す
が
、
山
々
や
清
流
な
ど
の
自
然
に
も

恵
ま
れ
、
矢
作
川
沿
い
に
は
田
園
風
景
が

広
が
っ
て
お
り
、
都
市
と
山
村
の
共
生
や

環
境
施
策
、
住
み
や
す
さ
を
感
じ
ら
れ
る

ま
ち
づ
く
り
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

全地
方
の
か
が
や
き
　
愛
知
県 

豊
田
市

4 3 2 1

■ 7 月末の豊田おいでんまつりを締めくくる花火大会は
東海地区最大規模。■香嵐渓は紅葉の名所。11 月のもみ
じまつりの期間中はライトアップされ、幻想的な光景が広
がる。■動物園、植物園のほか、宿泊可能なキャンプフィー
ルドやジップラインも楽しめる体験型アトラクションなど
がそろった鞍ケ池公園。■松平地区で生産される春の七草。
■シンビジウムなどの花きの生産も盛ん。■ 1,004 席の
豊田市コンサートホール。能楽堂を併設。

1

2

3

5

4

6

豊田市

愛知県のほぼ中央に位置し、県の面積の17.8％を占める。平成17年の7市町村の合併により県内最大の面積の自治体に。中核市、中枢中核都市に指定される。

56



15 142 0 2 3  F e b r u a r y  Vo l . 2 6 6 2 0 2 3  F e b r u a r y  Vo l . 2 6 6M I C M I C

地
方
の
か
が
や
き
　
愛
知
県 

豊
田
市

Ｉ
Ｂ
※
と
い
う
官
民
が
連
携
し
て

社
会
課
題
に
取
り
組
む
成
果
報
酬

型
の
仕
組
み
を
利
用
し
て
豊
田
市
が
実
施

し
て
い
る
の
が
介
護
予
防
事
業
「
ず
っ
と

元
気
！
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
す
。

　

参
画
す
る
事
業
者
が
、市
内
各
所
で「
転

ば
な
い
た
め
の
身
体
作
り
」「
お
で
か
け

イ
ベ
ン
ト
」「
ス
マ
ホ
教
室
」「
ガ
ー
デ
ニ

ン
グ
」
な
ど
と
い
っ
た
、
生
き
が
い
や
幸

道
管
の
漏
水
調
査
を
効
率
化
す
る
た

め
、
豊
田
市
は
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
（
宇
宙
航
空

研
究
開
発
機
構
）
の
衛
星
だ
い
ち
２
号
（
Ａ
Ｌ

Ｏ
Ｓ-

２
）
の
画
像
を
Ａ
Ｉ
で
解
析
す
る
こ
と

に
よ
り
調
査
範
囲
を
絞
り
込
む
事
業
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
令
和
３
年
ま
で
に
２
２
１
０
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
水
道
管
の
解
析
を
実
施
、
そ
の
結

果
に
基
づ
き
路
面
調
査
を
行
い
、
２
５
９
か
所

の
漏
水
を
発
見
し
ま
し
た
。

　

調
査
の
期
間
短
縮
、
費
用
削
減
が
期
待
で
き

る
全
国
初
の
取
組
と
し
て
注
目
さ
れ
、
令
和
4

年
度
の
優
良
地
方
公
営
企
業
総
務
大
臣
表
彰
を

受
賞
し
て
い
ま
す
。

福
感
を
感
じ
ら
れ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
。

65
歳
以
上
の
市
民
が
興
味
の
あ
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
社
会
参
加
の

機
会
を
増
や
し
て
介
護
予
防
に
つ
な
げ
ま

す
。

　

年
間
参
加
者
の
目
標
は
5
０
０
０
人
。

令
和
４
年
６
月
時
点
で
42
の
事
業
者
が
参

画
し
て
お
り
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
順
次
増
や

し
て
い
く
計
画
で
す
。

官
民
連
携
の
新
し
い
仕
組
み
を

活
用
し
た
介
護
予
防
事
業

ず
っ
と
元
気
！
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

衛
星
画
像

を
解
析

水
道
管
の

Ａ
Ｉ
漏
水
調
査

キ
ー
ワ
ー
ド
か
ら
適
切
な
対
応
を
見
つ
け
る

Ａ
Ｉ
相
談
・
支
援
シ
ス
テ
ム

エンタメや就労な
ど従来の介護予防
のイメージと異な
るプログラムも提
供。

大人のための体操
のおにいさんとし
て活動する、ごぼ
う先生（簗瀬寛さ
ん）の講演。

自園産のぶどうを使用したワイン

「ジャンボ梨」の大きさと美味しさを追求

豊田市フルーツ酒特区の制度を利用して、ぶどうの栽
培からワインの醸造までを手がける「アズッカ　エ　
アズッコ」。ワイン購入時には試飲も可能。

築150年の古民家をリノベーションした「山里カフェ
Mui」。店主で猟師の清水潤子さんが自ら捕獲した鹿
などのジビエ料理を提供（要予約）。

若手農家集団「夢農人（ゆめのーと）とよた」の生産
者たちが丹精込めた農畜産物やこだわりを持って作っ
た加工品などを販売する「おいでん市場」。

「ジャンボ梨」と呼ばれる梨の晩生種、愛
あた ご

宕を大きく
育てるJAあいち豊田の梨部会の名人たち。2,948ℊ
の愛宕がギネス世界記録に認定されている。

い
い
お
店

見
つ
け
た
！

お
い
し
い
を

届
け
る
！

地元の生鮮食品とこだわりの加工品

古民家の囲炉裏端でジビエを

甘くておいしい梨を
食べていただきたい
との思いを込めて
作っています

ワ
イ
ン
と
の
一
期
一
会

の
物
語
を
描
け
る

ワ
イ
ナ
リ
ー
で

あ
り
た
い
で
す

Ｓ水

祉
に
関
す
る
相
談
が
多
様
化
・
複

雑
化
し
、
包
括
的
な
支
援
体
制
が

求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
中
、
豊
田
市
は

福
祉
総
合
相
談
課
を
設
置
し
て
高
齢
者
や

障
が
い
者
な
ど
相
談
者
の
属
性
を
問
わ
な

い
対
応
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
Ａ
Ｉ

（
人
工
知
能
）
を
用
い
た
相
談
・
支
援
シ

ス
テ
ム
の
構
築
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

同
シ
ス
テ
ム
は
窓
口
に
設
置
し
た
専
用
端

末
が
相
談
内
容
を
自
動
的
に
文
章
化
し
な

が
ら
、
特
定
の
キ
ー
ワ
ー
ド
か
ら
内
容
を

分
析
し
、
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
候
補
を
即
座

に
職
員
に
提
案
す
る
と
い
う
も
の
。

　

適
切
な
支
援
に
つ
な
げ
や
す
い
ほ
か
、

相
談
記
録
票
の
作
成
が
自
動
化
さ
れ
る
な

ど
職
員
の
事
務
負
担
の
軽
減
の
効
果
を
望

め
る
事
業
で
、「
第
１
回
日
経
自
治
体
Ｄ

Ｘ
ア
ワ
ー
ド
」
の
「
行
政
業
務
／
サ
ー
ビ

ス
変
革
部
門
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

福

衛 星 だ い ち 2 号 の 画 像 か ら 市 域 の
71.8％に相当する 660㎢のエリアの解
析を行った。

衛星から地中に届くレーダーを照射し、
水道水の特性（比誘電率の低さ）から漏
水の有無を判別する。

自
治
体
と
し
て
ラ
リ
ー
を
主
催

Ｆ
Ｉ
Ａ
世
界
ラ
リ
ー
選
手
権

和
４
年
11
月
10
日
〜
13
日
、
ラ
リ
ー
競
技
の

最
高
峰
、
世
界
ラ
リ
ー
選
手
権
（
Ｗ
Ｒ
Ｃ
）

の
最
終
戦
と
し
て
、「
フ
ォ
ー
ラ
ム
エ
イ
ト
・
ラ
リ
ー

ジ
ャ
パ
ン
２
０
２
２
」
が
開
催
さ
れ
、
市
内
の
公
道

を
ラ
リ
ー
カ
ー
が
疾
走
し
ま
し
た
。
ま
た
、
令
和
５

年
11
月
16
日
〜
19
日
に
は
、
豊
田
市
が
主
催
者
の
一

つ
と
な
る
、「
フ
ォ
ー
ラ
ム
エ
イ
ト
・
ラ
リ
ー
ジ
ャ

パ
ン
２
０
２
３
」
の
開
催
も
決
定
し
て
い
ま
す
。
現

在
、
実
行
委
員
会
を
設
立
し
、
大
会
開
催
に
向
け
た

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

令

日本ラウンドは豊田市
もコースに（下）。大
会ロゴマーク（右）。

代表の須崎大介さん

生産者の梅村長
なが

史
し

さん
（左）と営農センター
長の前田真

ま す み

美さん（右）

代表の大橋鋭
えつ

誌
し

さん

代表の清水潤子さん

ジビエプレート

市
の
活
性
化
の
た
め
、

市
外
か
ら
も
多
く
の

方
に
来
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
し
た
い
で
す
ね

自然界からいただいた
命に感謝して、大切に
つかわせてもらおうと
努めています

※ SIB（Social Impact Bond）：委託事業の成果を評価し、評価結果と支払いを
紐づける成果連動型委託方式の一つ。民間からの資金調達を行う点が特徴。



裁
判
官
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※今回の衆議院小選挙区の改定内容を記載した地図を、総務省ホームページ
　（https://www.soumu.go.jp/senkyo/senkyo_s/news/senkyo/shu_kuwari/shu_kuwari_4.html）
 　に掲載しています。
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MIC
NEWS

01衆議院小選挙区の区割りが
25都道府県140選挙区で変わりました

今回の区割り改定により変更される
140 選挙区

各都道府県の令和 2 年国勢調査人口（日本国民の人口）に
基づき定数配分を行い、5 都県で定数が 1 ～ 5 増加し、
10 県で定数が 1 減少します。（10 増 10 減）

定数が増加する団体 定数が減少する団体

右図の 25 都道府県が
衆議院小選挙区の改定の対象となります

埼玉県 　（15 → 16）
千葉県　 （13 → 14）
東京都 　（25 → 30）
神奈川県（18 → 20）
愛知県 　（15 → 16）

宮城県 　（6 → 5）　  福島県（5 → 4）
新潟県 　（6 → 5）　  滋賀県（4 → 3）
和歌山県（3 → 2）　  岡山県（5 → 4）
広島県 　（7 → 6）　  山口県（4 → 3）
愛媛県 　（4 → 3）　  長崎県（4 → 3）

※各都道府県の具体的な区割りについては、総務省、各都道府県選挙管理
　委員会または各市区町村選挙管理委員会にお問い合わせください。

北海道

宮城県

3 区、4 区、5 区

1 区、3 区、4 区、5 区、6 区

福島県
1 区、2 区、3 区、4 区、5 区

栃木県
茨城県

1 区、2 区、4 区、5 区
1 区、2 区、4 区、6 区、7 区

群馬県
1 区、2 区、3 区、5 区埼玉県

千葉県

1 区、2 区、3 区、5 区、6 区、7 区、8 区、
11 区、12 区、13 区、14 区、15 区

2 区、4 区、5 区、6 区、7 区、
8 区、10 区、11 区、13 区東京都

1 区、2 区、3 区、4 区、5 区、6 区、7 区、8 区、9 区、
10 区、11 区、12 区、13 区、14 区、16 区、17 区、
18 区、19 区、21 区、22 区、23 区、24 区

神奈川県
5 区、7 区、8 区、9 区、10 区、13 区、
14 区、15 区、16 区、17 区、18 区

静岡県
1 区、2 区、3 区、
4 区、5 区、6 区、
7 区、8 区

愛知県

滋賀県

5 区、6 区、7 区、
9 区、10 区、
11 区、14 区

2 区、3 区、4 区

新潟県

岐阜県

1 区、2 区、3 区、4 区、5 区、6 区

1 区、3 区
兵庫県
5 区、6 区

岡山県

愛媛県

1 区、2 区、3 区、
4 区、5 区

1 区、2 区、
3 区、4 区

和歌山県

大阪府
1 区、2 区、3 区

8 区、9 区

島根県

広島県

山口県

1 区、2 区

1 区、2 区、3 区、
4 区、5 区、6 区

1 区、2 区、
3 区、4 区

長崎県
1 区、2 区、
3 区、4 区

福岡県
1 区、4 区

　今回の区割り改定と定数改正は、令和 2 年の大規模国勢調査の結果による日本国民の人口に基づいて、一票の較差是正のために行われました。
　衆議院議員小選挙区の区割り改定は、10 年ごとに行われる大規模国勢調査の日本国民の人口に基づき、都道府県ごとの定数配分をいわゆるアダム
ズ方式により行った上で、各選挙区の人口較差を 2 倍未満にすることとされています。

上記の改正は、施行の日（令和 4 年 12 月 28 日）以後初めて
その期日を公示される衆議院議員総選挙から適用されます。
なお、この総選挙以前に行われる補欠選挙は、従来の選挙区
によって行われます。

適用は

最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
の
在
外
投
票
や

洋
上
投
票
等
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
！
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※ 
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
は
、

衆
議
院
議
員
総
選
挙
と
同
時
に
行

わ
れ
ま
す
。

◆  海外で投票するには、在外
選挙人名簿に登録され、在
外選挙人証の交付を受けて
いる必要があります。詳しく
は、在外公館または市区町
村の選挙管理委員会にお問
い合わせください。

●  海外にお住まいの方は、在外選挙と同様、①在外公館投票、②郵便等投票、③国
内における投票により投票ができます。

●  投票用紙には、審査を受ける裁判官の氏名に対応した番号（告示番号）が印刷さ
れています。

●  やめさせた方がよいと思う裁判官の番号に対応する欄には「×」を記載し、やめさ
せなくてもよいと思う裁判官の番号に対応する欄には何も記載せずに投票します。

在外国民審査制度の創設
在外国民審査の投票方法

■ 投票用紙のイメージ

◆  洋上投票や南極投票をするには、選挙人名簿に登録されている市区町村から選挙
人名簿登録証明等の交付を受けている必要があります。詳しくは、市区町村の選
挙管理委員会にお問い合わせください。

●  指定船舶等に乗船して日本国外の区域を航海しようとする船員や、南極地域観測
隊員の方は、上記の方法により投票の記載をし、衆議院総選挙・参議院通常選挙
と同様に、FAX を用いて投票ができます。

国民審査の洋上投票制度等の創設
洋上投票等の投票方法

●  審査の告示日（衆院選の公示
日）に中央選挙管理会・各選
挙管理委員会のホームページ
に裁判官の氏名と番号を掲載
します。

●  在外公館投票をする方は、在
外公館でも確認できます。

●  船員の方は、船舶ファクシミ
リ放送等における送信情報で
も確認できます。

QQ　　　裁判官の氏名と番号はどうやって確認するの？
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統
計
150
年
記
念
式
典 

開
催

　

令
和
４
年
12
月
７
日
（
水
）、
東
京
都

渋
谷
区
の
国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少

年
総
合
セ
ン
タ
ー
カ
ル
チ
ャ
ー
棟
大
ホ
ー

ル
に
お
い
て
、
秋
篠
宮
皇
嗣
同
妃
両
殿
下

御
臨
席
の
下
、「
統
計
１
５
０
年
記
念
式

典
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
「
統
計
１
５
０
年
記
念
式
典
」
は
、
明

治
４
年
に
太
政
官
正
院
に
統
計
局
の
前
身

組
織
で
あ
る
政
表
課
が
設
置
さ
れ
、
我
が

国
と
し
て
総
合
的
に
統
計
を
整
備
す
る
こ

と
と
し
て
か
ら
１
５
０
年
目
が
経
過
し
た

こ
と
を
記
念
し
て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

秋
篠
宮
皇
嗣
殿
下
か
ら
は
、「
過
去
か

ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
統
計
の
数
値
は
、

誰
も
が
利
活
用
で
き
る
国
民
共
有
の
財
産

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。」「
長
年
に
わ
た
り
、

献
身
的
に
統
計
の
作
成
に
携
わ
っ
て
お
ら

れ
る
方
々
に
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
。」

と
の
お
こ
と
ば
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

秋篠宮皇嗣殿下のおことば

統計 150 年記念式典

　

同
式
典
で
は
、
各
種
統
計
調
査
の
実
施

に
関
し
、
顕
著
な
功
績
の
あ
っ
た
個
人
ま

た
は
団
体
へ
の
表
彰
や
、
大
内
賞
の
授
与

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
受
賞
者
の
代

表
か
ら
、
統
計
調
査
の
さ
ら
な
る
発
展
の

た
め
に
努
力
す
る
決
意
が
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。

松本総務大臣による表彰状の授与受賞者代表による決意表明

< 我が国統計の沿革 ＞

< 統計 150 年ポータルサイト公開中 ＞

【統計 150 年ポータルサイト】https://www.stat.go.jp/museum/toukei150/

明治 ４ 年（1871 年） 太政官正院に政表課（統計局の前身となる組織）設置

「辛未政表」（日本統計年鑑の前身）を刊行

第１回国勢調査

「統計法」公布（５月１日施行）

新「統計法」公布（平成 21年４月全面施行）

第 21回国勢調査（国勢調査実施 100 年）

太政官正院に政表課が置かれてから150 年を迎える

明治 ５ 年 （1872 年）

大正 ９ 年 （1920 年）

昭和22 年（1947 年）

平成19 年 （2007 年）

令和 ２ 年 （2020 年）

令和 ３ 年 （2021 年）

総務省統計局ホームページでは、
明治４年の太政官正院創設前
後から第１回国勢調査実施の黎
明期や、戦後日本の統計制度の
再建を中心に、統計の礎を築い
た先人の偉業に関する資料とと
もに政府統計の歩みについての
ポータルサイト「統計150年の
軌跡をたどる」を公開しています。
是非、ご覧ください。

※

※  

大
内
賞
は
戦
後
わ
が
国
の
統
計
の
再
建
に
尽
力
し
た
大

内
兵
衞
博
士
の
業
績
を
記
念
し
設
け
ら
れ
た
も
の
で
︑

統
計
界
最
高
の
栄
誉
と
し
て
︑
統
計
の
進
歩
に
貢
献
し

た
個
人
・
団
体
に
対
し
て
贈
ら
れ
ま
す
︒



卸元事業者
（提供元）

大阪
（市外局番06）
の固定電話　

06-B

03-A
（固定電話番号）

（06-Bを表示）

（06-Bに発信）

（03-Aを表示）

東京
（市外局番03）の
固定電話に発信

着信転送

発信転送

卸先事業者
（提供先）

・
卸
先
事
業
者
が
電
気
通
信
番
号
使
用
計
画
の

    

認
定
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
確
認

・
卸
先
事
業
者
が
電
気
通
信
番
号
の
使
用
に

    

関
す
る
条
件
を
遵
守
す
る
こ
と
に
合
意

電気通信番号の
管理に必要な

連絡体制を構築

卸
契
約

090-a （利用者）

 （端末設備）

転送区間

固定電話網

卸元事業者
（提供元）

大阪
（市外局番06）
の固定電話　

06-B

03-A
（固定電話番号）

（06-Bを表示）

（06-Bに発信）

（03-Aを表示）

東京
（市外局番03）の
固定電話に発信

着信転送

発信転送

卸先事業者
（提供先）

・
卸
先
事
業
者
が
電
気
通
信
番
号
使
用
計
画
の

    

認
定
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
確
認

・
卸
先
事
業
者
が
電
気
通
信
番
号
の
使
用
に

    

関
す
る
条
件
を
遵
守
す
る
こ
と
に
合
意

電気通信番号の
管理に必要な

連絡体制を構築

卸
契
約

090-a （利用者）

 （端末設備）

転送区間

固定電話網
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「
統
計
の
日
」の
標
語
を
募
集
し
て
い
ま
す
！

 
募
集
期
間
：
令
和
５
年
２
月
１
日（
水
）
～
３
月
31
日（
金
）
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総
務
省
で
は
、
統
計
の
重
要
性
に
対
す

る
国
民
の
関
心
と
理
解
を
深
め
、
統
計
調

査
に
対
す
る
国
民
の
よ
り
一
層
の
協
力
を

い
た
だ
け
る
よ
う
に
と
定
め
た
「
統
計
の

日
（
10
月
18
日
）」
の
周
知
を
図
る
た
め
、

毎
年
「
統
計
の
日
」
の
ポ
ス
タ
ー
を
始
め

と
す
る
広
報
媒
体
に
活
用
す
べ
く
標
語
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　

総
務
省
で
は
、こ
の「
統
計
の
日
」の
趣

旨
を
踏
ま
え
た
標
語
に
つ
い
て
、
皆
さ
ま

か
ら
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
入
選
作
品
は
、「
統
計
の
日
」

の
ポ
ス
タ
ー
の
ほ
か
、
調
査
環
境
を
整
備

す
る
た
め
の
各
種
広
報
に
活
用
す
る
こ
と

と
し
て
お
り
ま
す
。

令和４年度「統計の日」ポスター
※令和４年度の特選作品が活用　
　されています。

https://www.soumu.go.jp/toukei_toukatsu/info/guide/05toukei_hyougo.html

●過去の特選作品
令和４年度

集まれば　大きな力に　統計調査
過去の特選作品をご覧になりたい方または応募用紙をダウンロードされたい方は、ホーム
ページをご覧ください

●小学生の部 ……… 小学校の児童
●中学生の部 ……… 中学校の生徒
●高校生の部 ……… 高等学校の生徒
● 一般の部 ………… 上記以外の学生及び一般の方
●統計調査員の部 … 統計調査員または登録調査員の方
●公務員の部 ……… 各府省、都道府県、市区町村の職員

［ メールの場合 ］
toukeinohi-atmark-soumu.go.jp

「-atmark-」は「＠」として送信してください。
［ 郵送の場合 ］
〒162 -8668 
東京都新宿区若松町 19 －１
総務省政策統括官付統計企画管理官室
地方統計機構担当 宛

●専用の応募用紙にて、１人５作品まで応募できます。
●応募用紙以外で応募される場合は、次の記載事項を
　明記の上、応募してください。
　①部門、②お住まいの都道府県名、③氏名（ふりがな）、
　④所属・学校名（学年）、⑤電話番号、
　⑥標語（１人５作品まで）
　※一般の部：④は、記入不要です。
　※統計調査員の部：④は、「○○市統計調査員」等と
　　記入してください。
●応募作品は、自作で未発表のものに限ります。

●入選作品は、部門ごとに佳作１作品程度、そのうち、
　特に優秀な作品として特選１作品を決定します。
●入選作品は、令和５年６月（予定）に発表します。
●入選された場合、ご本人（または応募作品の取りまと
　め部署等） にご連絡するとともに、総務省のホーム
　ページや広報誌等において、作品、名前、所属・学
　校名（学年）、都道府県名を発表します。

●小学生の部、中学生の部、高校生の部、一般の部は、
　総務省政策統括官室まで、メールまたは郵送にて提
　出してください（令和５年度から FAX による受付は
　行っておりません）。
●統計調査員の部は、所属する都道府県または市区町
　村の統計主管課へ提出してください。
●公務員の部のうち、各府省の職員は、職場の取りま
　とめ部署へ 提出してください。
●公務員の部のうち、都道府県及び市区町村の職員は、
　所属する都道府県または市区町村の統計主管課へ提
　出してください。

入選者には、表彰状および副賞を授与します。

入選作品の著作権は、総務省に帰属します。

1. 募集部門 4．提出先

2. 応募方法

5. 入選作品の決定・発表

3．提出方法
6. 表彰

7. 著作権

総務省政策統括官付統計企画管理官室地方統計機構担当
TEL 03-5273-1144（直通）
メール   toukeinohi-atmark-soumu.go.jp
 「-atmark-」は「＠」として送信してください。

問い合わせ先

電
話
番
号・電
話
転
送
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
は

ル
ー
ル
が
あ
り
ま
す
！
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電
話
番
号
を
使
用
し
た
電
話
転
送
サ
ー
ビ

ス
に
は
ル
ー
ル
が
あ
り
ま
す
！

　

そ
の
よ
う
な
問
題
が
起
こ
ら
な
い
よ
う

に
総
務
省
が
番
号
を
使
う
た
め
の
ル
ー
ル

を
定
め
て
い
ま
す
。

　

電
話
転
送
サ
ー
ビ
ス
に
利
用
す
る
固
定

電
話
番
号
は
、
市
外
局
番
の
地
域
に
自
宅

や
オ
フ
ィ
ス
な
ど
の
活
動
の
場
所
が
あ
る

人
し
か
使
え
ま
せ
ん
。
書
類
上
だ
け
で
実

際
の
場
所
が
な
い
オ
フ
ィ
ス
（
バ
ー
チ
ャ

ル
オ
フ
ィ
ス
）
や
常
時
利
用
す
る
こ
と
が

想
定
さ
れ
て
い
な
い
場
所（
貸
し
会
議
室
）

に
出
た
り
、
固
定
電
話
か
ら
か
け
た
り
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

電
話
転
送
サ
ー
ビ
ス
の
問
題
っ
て
？

　

固
定
電
話
番
号
は
、
市
外
局
番
か
ら
ど

こ
の
地
域
の
番
号
か
わ
か
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
03
か
ら
始
ま
る
番

号
か
ら
電
話
が
あ
れ
ば
、
東
京
に
い
る
人

か
ら
の
電
話
だ
と
わ
か
り
ま
す
。
と
こ
ろ

が
、
電
話
転
送
サ
ー
ビ
ス
を
使
う
と
、
東

京
に
オ
フ
ィ
ス
が
な
く
て
も
03
か
ら
の
番

号
を
相
手
に
表
示
し
た
り
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

電
話
転
送
サ
ー
ビ
ス
と
は
？

　

電
話
転
送
サ
ー
ビ
ス
と
は
、
例
え
ば
、

オ
フ
ィ
ス
や
自
宅
な
ど
の
固
定
電
話
に
か

か
っ
て
き
た
問
い
合
わ
せ
な
ど
を
、
携
帯

電
話
な
ど
に
転
送
す
る
サ
ー
ビ
ス
（
着
信

転
送
）
ま
た
は
携
帯
電
話
な
ど
か
ら
オ

フ
ィ
ス
や
自
宅
な
ど
の
固
定
電
話
を
経
由

し
、
相
手
側
に
固
定
電
話
番
号
を
表
示
さ

せ
る
よ
う
に
す
る
サ
ー
ビ
ス（
発
信
転
送
）

の
こ
と
で
す
。
こ
う
い
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
す
る
こ
と
で
、
オ
フ
ィ
ス
や
自
宅
を

不
在
に
し
て
い
る
と
き
で
も
、
固
定
電
話

は
活
動
の
場
所
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

　

番
号
の
提
供
を
す
る
た
め
に
は
、
こ
う

し
た
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
に
つ
い
て
の
総

務
省
の
認
定
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

転
送
先
の
設
定
に
誤
り
が

な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　

電
話
を
転
送
す
る
と
き
、
転
送
先
番
号

を
誤
っ
た
番
号
に
設
定
し
て
し
ま
う
と
、

見
知
ら
ぬ
方
に
電
話
が
繋
が
り
、
ト
ラ
ブ

ル
に
発
展
し
て
し
ま
う
可
能
性
が
ご
ざ
い

ま
す
。
転
送
先
を
登
録
す
る
と
き
は
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

電
話
番
号
の
提
供
ル
ー
ル
が

変
わ
り
ま
し
た
！

　

転
送
サ
ー
ビ
ス
は
便
利
な
た
め
、
電
話

番
号
の
転
売
等
に
よ
っ
て
、
特
殊
詐
欺
に

使
用
さ
れ
る
事
例
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
電
話
番
号
の
提
供
元
が
電
話
番

号
の
利
用
状
況
を
適
切
に
把
握
す
る
た
め

に
、
令
和
５
年
１
月
１
日
か
ら
新
た
な

ル
ー
ル
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
ル
ー
ル

で
は
、
通
信
事
業
者
が
別
の
通
信
事
業
者

に
番
号
を
提
供
す
る
（
卸
提
供
す
る
）
際
、

提
供
先
が
総
務
省
の
認
定
を
受
け
て
い
る

こ
と
の
確
認
や
、
番
号
の
ル
ー
ル
を
守
る

こ
と
の
合
意
な
ど
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
新
ル
ー
ル
に
よ
り
、
番
号
の
適
切

な
利
用
が
促
進
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

総務省「電気通信番号制度」
https://www.soumu.go.jp/
main_sosiki/joho
_tsusin/top/tel_
number/index.html

電話転送サービスのイメージ

提供ルールのイメージ
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２
月
号
を
お
読
み
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

今
回
「
地
方
の
か
が
や
き
」
で
ご
紹
介
し
た

の
は
、愛
知
県
豊
田
市
で
す
。「
世
界
の
ト
ヨ
タ
」

で
知
ら
れ
る
ト
ヨ
タ
自
動
車
本
社
等
が
あ
り
、

「
ク
ル
マ
の
ま
ち
」
と
し
て
全
国
的
に
も
有
名

な
豊
田
市
で
す
が
、
実
は
愛
知
県
内
最
大
の
面

積
を
誇
り
、
少
し
足
を
伸
ば
す
と
自
然
豊
か
な

土
地
柄
で
す
。
私
も
自
動
車
の
イ
メ
ー
ジ
が
強

か
っ
た
の
で
す
が
、
ワ
イ
ン
や
農
作
物
、
ジ
ビ

エ
な
ど
、
食
文
化
も
豊
か
な
ま
ち
だ
と
い
う
こ

と
を
、
今
回
の
取
材
を
通
し
て
知
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
次
回
訪
れ
る
と
き
は
、
是
非
食
文

化
も
堪
能
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

末
尾
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
回
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
し
た
皆
様
に
は
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｙ
・
Ａ
）

編 集 後 記editor ial  note

 広報誌 ｢総務省｣ についてのご意見・ご要望は、電子メールでお寄せください
MAIL ▶ kohoshi@soumu.go.jp

　

鹿
児
島
市
で
は
令
和
４
年
６
月
か
ら

地
元
６
金
融
機
関
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
普
及
促
進
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

各
金
融
機
関
に
お
い
て
、「
窓
口
で

の
広
報
」、「
取
引
先
企
業
へ
の
出
張
申

請
の
案
内
」、「
出
張
申
請
受
付
会
場
の

無
償
提
供
」
等
の
カ
ー
ド
申
請
促
進
策

に
加
え
て
、
カ
ー
ド
保
有
者
向
け
の
優

遇
策
と
し
て
「
ロ
ー
ン
金
利
優
遇
」、

「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
サ
ー
ビ
ス
利

用
者
へ
の
ポ
イ
ン
ト
進
呈
（
抽
選
）」

等
の
取
組
が
展
開
さ
れ
て
お
り
、
市
民

の
皆
さ
ま
か
ら
も
好
評
で
す
。

　

今
後
、
各
金
融
機
関
に
お
い
て
職
場

で
の
一
括
申
請
受
付
に
つ
い
て
も
実
施

予
定
で
、
こ
れ
か
ら
も
更
な
る
カ
ー
ド

の
普
及
促
進
や
機
運
醸
成
に
向
け
、
地

元
金
融
機
関
を
は
じ
め
、
地
域
の
企
業

の
皆
様
や
各
種
団
体
と
連
携
し
た
取
組

を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

マイナンバーカード普及促進の取組事例を紹介！

鹿
児
島
県
鹿
児
島
市

鹿
児
島
市
×
金
融
機
関

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
普
及
促
進

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中
！

令
和
４
年
度 

起
業
家
甲
子
園
・
起
業
家
万
博
を
開
催
し
ま
す

　

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
に
向
け
て
全
国
の
有
望
な
学
生
や
若
手
起
業
家
が
出
場

MIC
NEWS
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総
務
省
と
国
立
研
究
開
発
法
人
情
報
通

信
研
究
機
構（
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）は
、革
新
的
な
技

術
や
サ
ー
ビ
ス
を
有
す
る
地
域
発
Ｉ
Ｃ
Ｔ

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
創
出
に
向
け
て
、
起

業
を
志
す
学
生
や
有
望
な
若
手
起
業
家
を

全
国
か
ら
発
掘
し
、
メ
ン
タ
リ
ン
グ
や
ビ

ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
な

ど
の
育
成
過
程
を
通
し
て
事
業
化
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
「
全
国
ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ
・

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
最
終
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、
令
和

５
年
３
月
７
日（
火
）に「
起
業
家
甲
子
園
」

（
学
生
向
け
）を
、翌
８
日（
水
）に「
起
業
家

万
博
」（
若
手
起
業
家
向
け
）を
丸
ビ
ル
ホ

ー
ル
＆
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ス
ク
エ
ア
（
東

京
都
千
代
田
区
）
に
お
い
て
開
催
し
ま
す
。

　

当
日
は
、Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
メ
ン
タ
ー

に
よ
っ
て
各
地
域
の
連
携
イ
ベ
ン
ト
か
ら

発
掘
さ
れ
た
起
業
を
志
す
高
校
生
、
高
専

学
生
、大
学
生
、大
学
院
生
等
の
次
世
代
の

人
材
や
有
望
な
地
域
発
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
が
出
場
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
メ
ン
タ
ー
に

よ
る
メ
ン
タ
リ
ン
グ
に
よ
り
磨
き
を
か

け
た
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を
披
露
し
ま
す
。

　

当
日
の
模
様
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
て

生
配
信
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

地域発ICTスタートアップ創出に向けた全国アクセラレータ・プログラム

発掘フェーズ 育成フェーズ 事業化支援・拡大フェーズ

ICT メンターの地域連携
イベントへの参加 など

ICT メンターによる
メンタリング など

総務大臣賞の付与、
企業とのマッチング など

有望な起業家・学生を発掘・育成する ICT メンター (敬称略)

石元 良武 今野 穣 上原 仁 庄子 素史 杉原 美智子 田島 聡一 田中 邦裕
DBJ キャピタル

株式会社　投資部　
シニア・インベスト
メント・マネージャー

株式会社グロービス・
キャピタル・パートナーズ　

代表パートナー、
最高執行責任者 (COO)

株式会社マイネット　
代表取締役社長

Bリーグ滋賀レイクス
会長

ソーシャルワイヤー
株式会社　

代表取締役社長

フォーアイディール
ジャパン株式会社　
代表取締役社長

株式会社ジェネシア・
ベンチャーズ　
代表取締役／

General Partner

さくらインターネット
株式会社

代表取締役社長

田中 慎也 中嶋 淳 永瀬 史章 廣澤 太紀 福野 泰介 保科 剛 山田 優大
BIJIN&Co.株式会社

（ビジンアンドカンパニー）
代表取締役社長

アーキタイプ
ベンチャーズ株式会社

代表取締役

D4V　Principal THE SEED　
General Partner

株式会社 jig.jp
創業者＆取締役会長

株式会社 T
代表取締役

Partners Fund 　
代表パートナー

伊藤 健吾 佐藤 光紀 照沼 大 本間 真彦
D4V　ファウンダー 株式会社セプテーニ・

ホールディングス
代表取締役／

グループ社長執行役員

日本ベンチャーキャピタル
株式会社（NVCC）
シニアパートナー

北九州市顧問

インキュベイトファンド
代表パートナー

［顧問］

◆国立研究開発法人情報通信研究機構　デプロイメント推進部門
　Email : entrepreneur_sien_atmark_ml.nict.go.jp
　 （注）迷惑メール防止のため、メールアドレスの一部を変えています。「_atmark_」を「@」に置き換えてください。
　TEL : 042-327-6019
◆総務省　情報流通行政局　地域通信振興課
　TEL : 03-5253-5758
起業家甲子園・起業家万博の詳細はこちらをご覧ください。
　https://www.nict.go.jp/venture/

問い合わせ先

※イベントの開催方法、生配信等については、状況により変更になる場合もあります。
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